
令和５年度 第４回尾張旭市循環型社会推進会議 会議録

１ 開催日時

令和６年１月２５日（木）

開会 午前１０時００分

閉会 午前１１時２０分

２ 開催場所

市役所南庁舎３階 講堂１・２

３ 出席構成員

千頭聡、尾川靖子、鶴田絹子、新田美得、市川隆之、鏡山雅臣、藤村育子、

大川正喜、伊藤紀子

計９名

４ 欠席構成員

なし

５ 傍聴者数

０名

６ 出席した事務局職員

環境課長：木戸雅浩、環境事業センター所長：遠藤裕倫、

環境課長補佐：林正信、環境課主事：飯田あゆみ

７ 議題等

⑴ 次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（最終案）について

⑵ パブリックコメントの実施結果

⑶ その他



８ 会議の要旨

事務局 定刻になりましたので、ただ今から「令和５年度第４回 尾張旭市

循環型社会推進会議」を開催させていただきます。

本日は、ご多忙のところ、会議にご出席いただきましてありがとう

ございます。

本日、尾川委員がまだ来られておりませんが、欠席のご連絡はいた

だいておりませんので、来られると思います。現在の出席者は、９名

中８名でございます。

本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めていること、また、本会議の内容については情報公開の対

象となることも、あわせてご了承いただきますようお願いいたしま

す。

本日の会議資料の確認から始めてまいります。

＜資料の確認＞

では、次第に沿って会議の進行を進めてまいります。

まず、次第１「座長あいさつ」です。千頭先生、お願いします。

千頭座長 みなさん、おはようございます。

一般廃棄物処理基本計画の策定の期間、熱心にご議論いただいて、

いよいよ最後かと思います。

今日はパブリックコメントの結果、大学生の方にもご意見いただい

たようで、それを踏まえて、我々の立場で基本計画の最終案を確認で

きたらいいと思っております。引き続きよろしくお願いいたします。

事務局 このあとは次第に従って議題に入ってまいりますが、座長である千

頭先生に議事の進行をお願いいたします。

千頭座長 はい、よろしくお願いいたします。

すみません、私、事務局と事前に打ち合わせをしておらず、今日の

議題が「次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（最終案）」

についてと「パブリックコメントの実施結果」と書いてあり、事務局

にお聞きしますが、段取りとしては「パブリックコメントの実施結果」

を先に行い、それも踏まえて「次期尾張旭市一般廃棄物（ごみ）処理

基本計画（最終案）」を作ったかたちだと思いますので、良ければ先

にパブリックコメントはこうでしたというように、議題の順番を入れ

替えてはどうでしょうか。その方が納まりがよいかと思います。

事務局 なるほど。はい、大丈夫です。

千頭座長 では皆様、先に「パブリックコメントの実施結果」から行っていき

たいと思います。では、事務局より説明をお願いします。

事務局 ＜資料説明＞（資料２）

千頭座長 はい、ありがとうございました。



ご覧いただいて、なぜ北海道豊浦町の事例を出されたのか。ご出身

なのでしょうか。大阪ガスだとか色々なところの事例を入れていただ

きながら、学生らしい意見をたくさんいただきました。ということで、

計画の一字一句を直すということや、おかしいのではないかというご

指摘というよりは、これから取り組むべきことに参考になるようなご

意見だと受け止めたということです。

皆様方で、パブリックコメントの意見をざっと見ていただいて、何

か特段ご意見があればお願いします。

おそらく、これは授業で行ったのではないですか。

事務局 はい、そうです。授業で行っていただきました。

千頭座長 すごく真面目に、いいご意見をたくさん書いていただきました。

皆様で、何かご意見はありますか。

尾川構成員 若い方がこのように言って下さるのは、すごくいいなと思います。

循環型というかたちで、やはり若い方を巻き込んでいかないと後が

続かないので、今回のように大学を巻き込んで行っていただくのはす

ごくいいなと思いました。場所が大学だから書いていただいています

けれども、市民祭や市の行事でも学生の方を巻き込んで、このように

行っていければいいと思います。

千頭座長 尾川さんは今まで、大学生とご一緒に色々な活動をされたというご

経験はあるのですか。

尾川構成員 いいえ、ないのですが、巻き込みたいなという気持ちはありました。

あそこの城山公園に弓道場等があり、学生の方が弓道教室に来られた

り、最近はあまりないようですが、そこで駐車場等を利用されていた

りするようなので。弓道だとか尾張旭市にも茶華道等、色々あります

ので、そういうところも巻き込んで、ラブリのグループで着物のリユ

ースというのも行っているものですから、若い方に着物を着ていただ

いたり、利用していただいたりというかたちを行いたいという気持ち

はあります。やはり学生さんやあそこは保育所もあるものですから、

環境だけではなく、若い子供さんやお母さまを巻き込んで、そういう

ことをできたらいいかなとは思います。ただ、私もそういうことをや

りたいとは思うのですが、結局私はそのお手伝いができないので、何

かいい方法はないかなと。色々な方、例えば茶華道部の連盟の幹部の

方も知っているのですが、やはり今は高齢化社会で、先生方もご高齢

で、中々そこまでは面倒がみることができないとおっしゃっているの

で、どうしたものかなとは思っています。

千頭座長 なるほど。

私、実は岩倉市と長い間、色んなかたちでお付き合いがありまして、

去年の秋にお声がけいただいたのは、市民祭りの最後のメインステー



ジでサステナブルファッションショーを行うというお話でした。結果

的には学生９人と一般公募の方５人ぐらいがモデルになって、サステ

ナブルファッションだからファストファッションではなく、おばあさ

んの着物をリメイクしたり、多くは古着を着こなしたりと、本当に赤

い絨毯をひいて、ファッションショーを開催しました。話を聞いたと

ころ、今、学生は古着について、私たちの世代が思う古着と違い、彼

らは古着の方が、価値があると本当に思っていて、要するにビンテー

ジだと。なので、実は日常的に服は新品を買わない学生が一定の割合

でいるというのが、すごくよくわかりました。私もそのことは知らず、

表にも中々伝わっていなかったようですが、うまく名産大の学生さん

を巻き込んで、そういうことを行えばすごく面白いと思うので、よけ

れば市の方と一緒に企画していただいてはどうでしょうか。きっとで

きると思います。

尾川構成員 できるとは思うのですが、結局、そういう着物・お花や色々な行事

にしろ、そういう先生方を巻き込んで行わないといけないものです。

それに着物はものがいいものがあり、特にそれはお洗濯など結構手間

やお金がかかります。リメイクと言いますか切り刻んで色んなものを

つくるというのは、それはそれでいいのですが、中々そういうもので

はなくて、着物を着る機会とか、そういうものをということになると、

ご年配の先生方を巻き込まないと、一人ではできないものですから、

それをどうしたものかなというところがあります。

千頭座長 わかりました。

はい、ありがとうございます。

他に、パブリックコメントをご覧になって、何かご意見等はござい

ませんでしょうか。

千頭座長 学生の常として意見は言うのだけれども、自分は行動しないという

のはよくあるパターンです。言ったからには彼らに行動していただけ

るよう、普段から大学とお付き合いがあるので、この分野でも巻き込

んでいけたらと思います。

ありがとうございました。

千頭座長 そうしましたら、本日の本題である「次期尾張旭市一般廃棄物（ご

み）処理基本計画（最終案）」についてということで、前回までのご

議論を踏まえて、主にどんなところを修正・追加したのかを中心とし

て、まずは事務局でご説明いただけますか。

よろしくお願いします。

事務局 ＜資料説明＞（資料１）

千頭座長 はい、ありがとうございました。

目標値の部分が少し変更と言いますか、強化されたということも含



め、大きくは変わらずということです。今の説明していただいたとこ

ろを少し充実させたということだと思います。

すでに何度も全体としては見ていただいておりますが、お気付きの

点はありませんでしょうか。併せて、我々も本日が最後ですので、こ

の計画ができた後に、４月以降、この推進を行っていく時に、皆様の

それぞれのお立場、市民なり色々なお立場で、こんな取り組みができ

たらいいのになあというような今後の提案も含め、自由にご意見いた

だければとは思います。どなたからでも結構です。いかがでしょうか。

どんな部分でも構いません。

製品プラスチックのことは、また状況をみて、基本計画を場合によ

っては改定をしていくようなことになるのでしょうか。それとも、今

のこの記述でもって、一旦はこのプラスチック体制のところは、しば

らく１０年間はこれでいくような感じなのでしょうか。

事務局 はい。

それにつきましては、３９ページの基本方針２の№３に、今のとこ

ろは、プラスチック製容器包装に加えてプラスチック使用製品の資源

化について検討していくような計画でございます。

千頭座長 はい。これが既定路線だということですか。

事務局 はい。

これが、今、晴丘センターの施設の建て替えるための補助金をいた

だく条件になっており、プラスチック製品の回収は必ず令和１１年度

に開始していくということですので、３市（尾張旭市、長久手市、瀬

戸市）とも共通の認識となっております。

千頭座長 はい。プラスチック製容器包装だけではなく、製品のプラスチック

の分別回収も行っていくということです。ということは、３市の足並

みが揃わないといけないということですか。

事務局 はい。これは確実に揃うように、今調整しているところです。

千頭座長 なるほど。はい、わかりました。

どうでしょう。何か、どんなところでも結構です。ご意見等はござ

いませんか。

尾川構成員 この資料１１ページの№２に「再使用を推進するためリサイクル広

場の再利用品広場を拡充します。」というのがあり、以前、自転車も

リユースさせていただいていた覚えがあります。ただ、今の尾張旭市

のそういう粗大ごみの状況がよくわからないので、わかりませんが、

最近は、自転車だとか家具だとか、東京の世田谷区みたいにリサイク

ルといいますか、譲り渡しみたいな、そういう取組というのはないの

でしょうか。

事務局 リユースだとかいったものにつきましては、今のところはリサイク



ルひろばの方も手狭であるということは否めないところはあります。

その代わり、ジモティーといった、それぞれで交換をしていくような、

そういったアプリについて、積極的にＰＲをしていきたいと思ってお

ります。

尾川構成員 市で行うというより、個人でということですね。今、個人で行われ

る方が多いのかもしれませんが、市としては、そのジモティーを推進

するかたちでということなのですね。

事務局 はい。こういったものがございますということで、お電話などをい

ただいた時は、積極的にそういったＰＲの方をさせていただいておる

ような状況でございます。

千頭座長 はい。他はいかがでしょうか。

まあ、見ていただくと、家庭から出てくる一般廃棄物のことも大事

ですが、合わせてその事業系の事業者から出てくる産業廃棄物以外の

一般廃棄物の減量化も必要だというふうにデータ的にも出ています。

しかし、これは取組が難しいとは思います。大川さんに振るのはどう

かとは思うのですが、小さな事業所の方々の取組みについて、こうや

ればもっと皆さんに理解していただけ、何か取り組めるのにというも

のはありますか。何か感じられることというのはありそうですか。

大川構成員 そうですね。事業者の場合はどうしても景気に作用されるといいま

すか、売り上げが増えれば当然それだけ、仕入れるものが増え、それ

に属して梱包材も増えますので、波があると思います。そういった中

でも、当然、啓発をしていかなくてはならないものですから、そうい

った啓発は、先ほどの３９ページに書いていただいているように、商

工会議所では毎月会報誌を全会員に出しています。こういったところ

に掲載をしていることと、あと、遅ればせながら商工会議所もＳＮＳ

の方で取り組んでいこうかということになりました。そういったとこ

ろでも定期的に働きかけていければと思っております。

千頭座長 なるほど。はい、よろしくお願いいたします。

他はいかがでしょうか。

鶴田構成員 白紙にページ数がうってあります。１のページ、１０ページは全然

何も書いていない。それから４４ページもそうです。何か空白の部分

がすごく多くて、もう少し詰めたりすることはできないのかと思った

のです。メモ用紙を大事にしろといっているのに、こんな空白に無駄

なことをしていいのかなと、ずっと見ながら思いました。第２章もこ

れ１ページを使って記載しているので、何か矛盾を感じたのです。あ

と、資料編中にアンケート調査の回答が全部あって「特に何もなし」

というのが全部書いてある。回数増やしていっても全部なしとそのま

ま書いてあり、誤字もそのまま写してあるみたいで、これはもう少し



短くできないのでしょうか。そうすれば、もっとこの字自体が少なく

なるのにというのがあったのですが、これは統計したらできないので

しょうか。ほとんど同じことが羅列してあるだけです。同じ内容の意

見の数をまとめれば、これ自体のこれがもっと少なくなるので、主婦

感覚から言うとスペースを無駄にしていないかなというのがありま

した。

千頭座長 はい。わかりました。

そうしましたら、資料編、最終的にこれは製本されると思うのです

が、その時にはどうなるかも含めてお答えいただけますか。

事務局 製本した場合に、こういったものになると見やすさから白紙が入っ

ている状況でして、基本的にはＰＤＦになったものをお示しするもの

であります。昔ですと、何百冊とわざわざ紙に印刷して製本をしてい

たのですが、あくまでも皆様にご議論をしていただくための時だけに

印刷しているものです。

鶴田構成員 資料に関してもそれで見るということになるのですか。

事務局 はい、そうです。電子媒体でこういったものを見られるようにはな

っている状況でございます。

鶴田構成員 例えば、ある程度まとまっていれば、可燃ごみで出すというように

すれば、見やすいといえば見やすいのではないですか。

千頭座長 事務局の肩をもつというのは変ですけれども、ご指摘の通りなので

すが、同じような記述がたくさんあるということは、それだけたくさ

んの方が同じ回答をされたということがわかるように、出したのだと

思います。

鶴田構成員 そうです。なので、それを数でまとめるとかいうようなことはでき

ないのかなと思っただけです。

全部一行ずつ読んでいって、ここもあった、ここもあったというよ

うに、全ての人が全てを読むかなというのもあります。

それと、この回答をしてくださった方が、自分の意見がどうだった

のか、結果がどうだったのかを見たい時も、その電子版で見てという

かたちになるのですか。

事務局 はい、そうです。ホームページに掲示するようになっております。

鶴田構成員 なので、これを全世帯に配るのではなくて、そういうものを見てく

ださいということを、広報などに掲載するというかたちになるのです

か。

事務局 はい、そうです。策定をいたしましたということで、広報おわりあ

さひへ掲載する段取りになっております。

鶴田構成員 わかりました。

千頭座長 広報誌に何か１ページくらいスペースをいただいて、今度、このよ



うな計画ができましたという紹介するような予定はないのですか。

事務局 今のところは、策定をいたしましたということで、ホームページに

記述するようなかたちになっています。

千頭座長 よければ、１ページぐらいもらって載せてもよいのではないです

か。

鶴田構成員 これを作ったからには、やって下さるのはやっぱり市民の方なの

で、この計画を作ったからそれで終わりではなく、そこを一番大事に

しないといけないのに「完成したので見てください。」で終わりでは、

何かそれだと意味がないような感じがしました。市で完結しているだ

け。市民１人１人が見ないといけないと思います。

それと、例えば、枝豆一個だけでいいと思うのか、それとも少しで

もと思うのか。とらえ方は、人によって違います。例えば、枝豆一個

だったら、それだけしか減らさなくていいのかと思うようなとらえ方

もある。もっと大きなものであれば、もっとしなければいけないのか

と思うのか。その辺りをもう少しわかりやすくと思ってしまいます。

鏡山構成員 今、お話されていたところなのですが、実際にホームページにあげ

るというのは全然問題ないですし、そのかたちでいいと思います。た

だ、市がこういう取組を行っていたということは、最低でもＡ４１ペ

ージも使わなくても、誘導の口が必要ではないでしょうかということ

を先生はおっしゃられている。それも、ＰＤＦが対象となるのであれ

ば、ＱＲコードを付けるべきです。スマホであろうが何であろうが。

その中には、アンケートをしていただいた方に対してのお礼やこうい

う状況になりましたということまでを、きちんと公言することが必要

である。あと、先ほどアンケート意見を集約されてはどうですかとい

うお話し、書いた側からすると「私が書いた文言があるわ。」という

ところも重要なのだろうなと思います。なので、各そのことに対して

関わった人たちが、自分の関わり合いが見える様な状況というのは作

っていかないと、共同という表現で表されているようなこういう活動

というのは、中々進んでいかないように思います。なので、パブリッ

クコメントでもパブリックコメントをしたということも含めて、あり

がとうございましたというのは、最終の締めとしては必要なのだろう

というふうに理解できます。まあ、最終ではなくこれから１０年続く

のですが、まずはここの節目としての活動が重要かなとは思います。

千頭座長 はい。事務局いかがでしょうか。

事務局 ごみの減量につきましては、定期的に広報誌で特集を組ませていた

だいておりますので、そういったところに順次、こういった計画に沿

って、もう少し具体的な、例えば、生ごみの減量やこういったことが

ありますよといったような、そういった特集は定期的にはあげていき



たいとは思っております。

千頭座長 できれば、せっかく作ったのならば、４月号とは言いませんけれど

も、早い時期の広報誌に１ページはいただいて、今の大事なパブリッ

クコメントやアンケートのお礼と併せ、せめて、これくらいは減らし

ていくのだという目標を立てましたということと、もちろん詳細はご

指摘のようにＱＲコードを読めるようにするというように、何かでき

ればそういうふうにした方がいいかなとは思います。今は具体的には

できないかもしれませんが、ぜひともご検討いただければと思いま

す。

事務局 広報誌が実は来年から、月２回が月１回になります。広報誌が中々

読んでいただけないということもあります。ですので、ＱＲコードは

必ず必須なかたちで、一つ一つの記事が載るかたちになり、そこでス

マホやパソコンで誘導していきたいと考えております。中々、他の計

画と違って、本当に市民生活に直結する計画ですので、おっしゃる通

り１ページを使ってＰＲをしていきたいところですが、紙面の都合が

あります。しかし、そういったことが難しい中で、その場その場で適

切にそういったごみの減量をＰＲしていこうとは思っております。

千頭座長 はい。

鏡山構成員 「さんあ～る」は、パブリックコメントの結果を出されているので

すか。

事務局 はい。

鏡山構成員 これって、すごいいい媒体ですよね。

事務局 そうですね。

鏡山構成員 ごみに関心のある方は、「さんあ～る」を入れられているというこ

とからいくと、これはもう一つのツールだというふうには気がしま

す。

事務局 「さんあ～る」は、全ての市民の方に入れていただければとは思っ

ています。

千頭座長 はい。いずれにしても、きちんと皆さんがおっしゃっていただいて

いる通り、毎日毎日の全ての市民の行動に直結する分野ですので、市

民をきちんと巻き込んで、一緒に実行していくスタンスは基本にしな

がら、ぜひとも広報も啓発もよろしくお願いいたします。

他はいかがでしょうか。

市川構成員 私だけかもしれないですが、初めてこのタイトルの計画書をいただ

き、括弧で「食品ロス削減推進計画」となっていて、この資料をいた

だいた時に、これは食品ロスのために作られたものなのか、それとも

今までと同じ基本計画なのかということで、今までの資料を振り返り

ました。これだけで正しかったかなと思いながら、今回いただいた基



本計画を見ると、第３章のところで食品ロスの削減計画が書かれてい

て、食品ロスの計画とごみ処理基本計画の２つが記載されているとい

う内容だということはわかりました。しかし、表紙に「食品ロス削減

推進計画」と書かれていて、しかも括弧で載っているのは、少し、ど

ういう整理になっているのかなという気はしました。

千頭座長 はい、そこはいかがでしょうか。

事務局 ごみ処理基本計画の４５ページから食品ロス削減推進計画の内容

を内包しておるといったようなかたちになっております。

市川構成員 重点的に取り組む部分である。ですので、これはそのこれを中心的

にというか、中心に上がっていくだとかそういったテーマ的にここに

書かれているということでもなくということですか。

事務局 おっしゃるとおり、これはわかりにくいので、書き方について、少

し検討させていただきたいと思います。

千頭座長 ３ページに、図２のところで「本計画の構成」というのが上がって

いて、これを何とか表現しようとしたらこうなったということなので

しょう。けれど、括弧があることが、かえってわかりにくいのかもし

れないです。これは、本当は足し算に近いわけですか。

事務局 そうです。

千頭座長 なので、括弧ではないほうがむしろいいのかもしれません。何か考

えましょう。

事務局 はい、少し考えます。何かいいアイデアがありましたら、お願いし

ます。

千頭座長 テーマとしても、食品ロス削減というのはかなり今後に必要なこと

と言いますか、大きくなっていくと思いますのでね。

鏡山構成員 単純に頭に重点計画みたいな表現で、食品ロス削減だけの表現でも

いいと思います。

事務局 はい。

千頭座長 はい、考えましょう。

東和ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 食品ロス削減推進計画というのは、一つの作らなければならない計

画という位置づけになっております。本計画書は基本計画の中で、各

市町村が作らなければならない計画という部分になっております。愛

知県自体が、食品ロス削減は一般廃棄物から切り離して考えられるも

のではないからということで、廃棄物処理計画の中に内包した計画を

作っており、今回、尾張旭市様でも県の計画を踏まえて内包したかた

ちにさせていただいているので、わざわざ表紙は、これも含んでいま

すということがわかるように、頭出ししているということになってお

ります。なので、概要版は、この一般廃棄物処理基本計画の概要版と、

食品ロス削減推進計画の概要版は別冊で作るような計画になってお



ります。ただ、わかりにくいというところは、少し検討させていただ

きたいと思いますが、この入れなければいけないだろうなというとこ

ろは、ご理解いただければと思います。

千頭座長 それは皆さんわかっているので、表紙の表現の仕方が３ページの図

２を尊重すれば、大きな見出しは一般廃棄物（ごみ）処理基本計画で

いいわけです。この中に、ごみ処理基本計画と食品ロス削減推進計画

が入っているという。ですので、どう表現するか考えましょう。

大胆に言えば、この下の方の「みんなでつくろう持続可能なまち」

これを上にあげるという手もありますので、法律上の計画面は後回し

にして、むしろ、市民の方に訴えるようなフレーズを上に出すことも

できるかもしれません。

検討しましょう。

事務局 計画に合わせた書き方にしております。

千頭座長 はい、正しくはそうなのです。

他は何かありますでしょうか。

ちなみにこれは、最終はカラーになるのでしょうか。

事務局 はい、カラーです。

千頭座長 先ほどの鶴田さんが言われた、白紙ページにページがふってあるの

は、最終版でもそうなるのですか。私は単にはっきり言えば、コピー

の機械の使用上、こうしただけかと思っていましたが、そうではない

のですよね。

事務局 最終版も白紙を含んだ状態です。

千頭座長 例えば、１０ページは白紙で入れないといけない理由というのはあ

るのですか。

事務局 例えば、１２・１３ページのところで、見開きの状態の方が見やす

いのではないかと考えそうしました。

千頭座長 なるほど、見開きを尊重したということです。

事務局 「章」をここに持ってきたいということもあります。

鶴田構成員 私は何かもったいないと思ってしまって。

千頭座長 前向きに考えたら、１０ページ、せっかく白紙なのだから、ここに

何か市民の方に、吹き出しではないのですが、他のページにいくつか

入れていただいているようなものが１０ページに入れば、まだいいの

ではないでしょうか。

鶴田構成員 挿絵がすごくあったらいいと思います。あさぴーとか。

千頭座長 白紙は結構目立ちます。

鶴田構成員 この見開きについて、電子版というのはどうなのですか。

事務局 全く同じような状態になります。

鶴田構成員 Ａ４サイズということは見開きにならないのではないですか。



事務局 Ａ４でスクロールとなります。

鶴田構成員 ですよね。それでは意味がないじゃないですか。

事務局 あくまで、印刷するときに見開きになるということになります。

鶴田構成員 そういうことですね。わかりました。

千頭座長 ならば、やはり白紙で残さずに、今の見開きを尊重するのであれば、

頑張って白紙に何か入れませんか。そうでないと、言われたようにＰ

ＤＦ化し、スクロールした時、明らかに白紙のページが１ページ出て

くるわけです。それはきっと市民の方に、なぜ白紙のページが入って

いるのかというご指摘が絶対にあります。

よければ考えましょう。

事務局 検討いたします。

千頭座長 はい。他はいかがでしょうか。

尾川構成員 市民が努力するのはわかるのですが、結構、一般市民の方は、市に

言えばやってくれるとかいうことが多いものですから、市がどれだけ

苦労してこういうことを行っているのかとか、生ごみだけの収集を希

望されている方もいらっしゃいますが、そういう取組の問題点だと

か、市としてこういうことを行っているということを、もう少し市民

の方に周知してもらった方がいいと思います。なんでも市がやってく

れるという感覚がみんなあるので、ごみ収集に関してもごみの組成と

いうのも、こういうことを行っているということをもう少しＰＲして

いただいた方が、自分たちもやらなければという気持ちになるのでは

ないかと思います。

千頭座長 はい、そうですね。

端的言えば、これは減らせばお金が減る。負担金が減る。というは

っきりしている関係なので、本当は、そういう話ももう少し出してい

っても私はいいと思いますが、割と行政の方はお金の話は嫌かなと思

って出さないけれど、市民の方の税金負担が減りますよということに

はなると思います。

先ほど、そのご指摘いただいた、あと何グラム減らす必要がありま

すというのは、卵１個分という表現をしていただいて、これはこれで

すごくいいなと思ったのですが、でも、受け止め方によれば、卵１個

分だけでいいのかという、逆の受け止め方もありうるわけです。難し

いですね。せめて、例えば３６ページの表１２「本計画の目標値」が

ありますけれども、右側に「目標達成まで」で、総ごみ排出量８２グ

ラム減らします。卵１.５個ですという表現は、もちろんそれはそれで
すごくいいとは思うのですが、せっかくであれば、ここに何パーセン

ト減らすか、減らす割合も入れませんか。市民としては１０パーセン

ト減らせと言われたら、毎朝持って行くごみを１０パーセント減らさ



ないといけないというふうに、理解しやすい部分もあるので、良けれ

ば減少割合を表に記載できればいいかなとは、今のお話を聞いて少し

思いました。また、ご検討ください。

鶴田構成員 １人１日だから、家族でいえばもっと減量が必要です。

千頭座長 はい、もちろんそうです。

そこもご指摘のとおり、目標達成のところを８２グラム減量は１人

当たりと書いておいた方がいいです。

鶴田構成員 書いてはあるのですが、イメージとしてその方がわかりやすいかと

思います。

千頭座長 数値のところは単位「ｇ／人・日」と書いてありますが、一番右側

の目標達成までのところは、８２ｇ減量とは書いてあるが、この単位

では書いていないので、ぱっと見た時に家族全体は８２ｇでいいのか

と思ってしまいます。以外とそういうことは大事だと思います。

鶴田構成員 さっきの話に戻って申し訳ないのですが、若い人たち、私の娘夫婦

も毎日すごく忙しくしていて、はたしてこういう計画を見るかなと思

いました。計画をもっと分かりやすく、それこそ先生がおっしゃった、

そういうので啓発していかないと、これがあるから安心するのではな

く、ここまでたどり着くのにすごく見なくてはわからないみたいなの

で、もっとわかりやすくするのが一番いいのではないかと思います。

これで示して見られるのは、もちろん関心がある人で、暇があったら

見る方だと思います。ほんと、若くて働いている人たちがはたして、

ここまで見ることができるのでしょうか。

例えば、ごみの出し方のカレンダーにもっとわかりやすく書くと

か、今はポスターが描いているだけでほとんど書いていません。

千頭座長 今、市役所のロビーに県が行っている統計グラフのコンクールポス

ターが貼ってあるのですが、今朝、ご覧になられましたか。帰る時に

見てください。こどもたちが県の色んな統計資料をグラフ化する、こ

どもの目線ですごくうまくグラフ化していて、すごいなと思い見てい

ました。もしよければこれをこどもたちに表現していただき、コンク

ールほどの大きさになりますが、ポスター展を開催していただいて、

こどもたちが、この８２ｇ減量をどのように表現するかというのをや

ってみたらおもしろいなと思いました。思い付きで申し訳ないですけ

れども、帰る時に一度見てください。

鏡山構成員 これから１０年の計画ですので、毎日見るものや、常に目に付くも

のって、極論ですが、ごみ袋の印刷を変えてしまってもいいのですよ

ね。確かに今、委託して、ごみ袋がそれなりに印刷して貯まっている

ということは理解できますが、ハンコの考え方から言うと、現実には

彼らは原版で１枚持っていて、追加版を入れるか入れないかだけなの



です。今回の目標値を印刷するということで、どれくらいの金額が変

わるかはわからないですが、そのようなこともできるのではないかと

考えます。毎回、ごみを入れる時に「うわー、このグラムだ。」とい

うようなのも、一つの方法論ではあります。

千頭座長 はい。尾張旭市は、ごみ袋に金額は入っていませんか。

事務局 入っていないです。一度、検討しました。

千頭座長 そうでしょうね。

事務局 結構、版を変えるとかなり値段が変わると事業者の方から伺いまし

て、断念をしたという経緯はあります。当然、その短い期間だけ、そ

のグラフを入れるということになるので、中々難しいなというのを感

じました。ただ、おっしゃる意見は本当にごもっともで、なかなか目

につかないと市民の方も努力していただけないので、広報活動は重要

だなと思っております。

千頭座長 私も色んなところで言って、例えば、大府市は、今はごみ袋にコス

トを印刷していただけるようになりました。この一袋を処理するの

に、今、百何十円と書いてあったと思います。大体、４５リットルの

袋だったら、１袋処理するのに１５０円くらい、多いところであれば

２００円くらいかかります。朝、ごみ出しする時にこれを持って行っ

たら１５０円もコストがかかるのだというのが、一番市民感覚ではわ

かりやすいのです。鏡山さんがおっしゃったように、例えばそういう

ことを載せるという。少しずつ、コストを載せるというところは増え

てきています。

事務局 有料化との関係性も絡んでくるのではないですか。

千頭座長 まあ、一つの契機はそうかもしれません。

鏡山構成員 これは一つ案ですが、くるくるごみ減量通信の１８号は最新版です

よね。この中で下のところに、「「ごみの出し方・マナーの被害を減

らす方法」の掲示をステーションごとにしました。」と書かれていま

す。では、ステーションに書けばいい話ですよね。なので、切り口を

どこにもっていくか、どうやって市民の方に通知するかということ。

看板を変えるとなるとコストの問題が出てきますので、そのステーシ

ョンに書かれている看板の横に少し付ける。そのようなことも一つの

切り口ではないのかなと思います。

事務局 看板というのは、ラミネートで作っているのをお渡ししています。

その時にごみの出し方が悪いところは取りに来られるのですが、その

時にお願いをして、ごみ処理にはこれだけのコストがかかるという内

容の看板も貼っていただくようお願いしていくのも一つの方法だと

思いますので、検討させて下さい。

鏡山構成員 はい。



事務局 ありがとうございました。

千頭座長 はい、ありがとうございました。

他はいかがでしょうか。

尾川構成員 恥ずかしいお話なのですが、我が家に関しては、ごみ箱を色んな所

に置いてあります。家族のごみを収集して私がごみを捨てに行くので

すが、ごみ箱の中に「それは本当にごみですか。」という感じで、結

構、プラごみや雑紙など、迷うものもあるのですが、気安く捨ててい

るところがあるので、基本、ごみを捨てる前に「それは本当にごみで

すか。」という感覚をみんなに植え付けてもらえば、基本、ごみは少

なくなるのではないかなと思います。やはり、私がライフワークして

いて、ごみ収集場所に置いてあるごみの中でも「これは資源ごみが混

ざっている。」と思うことが多いものですから、やはりご家庭でそれ

ぞれ「それは本当にごみですか。」という感覚を皆さんに持っていた

だくことが一番大事だと思います。ごみの分別が基本ですから、ごみ

を減らすといっても結局「これはごみだ。」と思っている人に関して

は、ごみだと思って捨ててしまうわけですから、それを減らすといっ

ても中々難しいと思うので、基本、捨てる前に「これは本当にごみで

すか。」という感覚を皆さんに植え付けてもらえるような標語である

とか、周知していただいた方がいいかと思います。

千頭座長 はい、そうですね。

リデュースなり、場合によってはリフューズのところです。

ありがとうございます。

全体を通して、新田さんは何かございますか。

新田構成員 先ほどから色々なご意見がありますが、たまたま来週金曜日に私共

の連合と市長との意見交換会があり、その話題の中に私は、製品プラ

ごみの問題と、木質系のごみの問題を投げかけました。そのディスカ

ッションを市長と行います。プラごみに関しては、尾張旭市独自でで

きない部分もあるので、少し問題かとは思いますが、ただ、スケジュ

ール的には５年間をもっとマイナスにできるような気がします。それ

から木質系ごみの問題でいいますと、晴丘センターに剪定枝を持ち込

めるのです。軽トラックに乗る樹木だと持ち込めます。ただ、大きい

ものが行き場がないのです。これについて、私の友達がそういう処理

をしているといいますか、実際に伐採している人がいまして、伐採し

た後それをどうしているかといいますと、長久手市に一つ事業者があ

り、そこでは大きなものでも受け入れてくれ、晴丘センターよりも処

理費が安いそうです。その処理の後、何に使っているかというと、主

にバイオマス燃料にしているそうです。燃料です。まあ、木質系ごみ

には剪定枝もあるのですが、家具など、木材をどのように処理してい



くか。これも計画では２年になっておりますが、これはもっと前倒し

にできるのではないかという気がします。

それともう一つ、各戸別収集の問題も、このスケジュールでいくと

調査・検討しながら４年ぐらいで進めていくようになっていますが、

これは名古屋市では既に実施されていることです。これから高齢化が

どんどん進んでいくので、もっと前倒しで進めていく必要があるので

はないかと思います。

千頭座長 なるほど。

新田構成員 それと、基本計画の４２ページの下に「ごみ集積所をきれいに」と

いう標語を書いていただいているのですが、その中に「環境事業セン

ターでは自治会等を通じて、折りたたみ式ごみボックスの周知や貸与

を行っており」と書かれていて、実際、貸与はされているのですが、

年間４個の貸与で、９連合自治会で３６個だけです。これ、市全体で

２,１００カ所ぐらいごみ集積所があるのに対して、現実的にはその

間にボックスの寿命もきてしまうので、我々は自分のところで仕方な

く自治会ごとに各々の予算でボックスを作って設置しています。これ

をもっと拡充してほしいなとは思います。

千頭座長 そうですね。

はい、ありがとうございます。

最後なので、伊藤さん何か一言だけでもお話しいただけたらと思い

ます。

伊藤構成員 目標値をこうやって作って、やはり皆さんがおっしゃったように市

民が一人一人、目につくところに書くことがいいのではないかと思い

ます。実際、このごみの減量が目標値に達成できなかった場合はとい

う文言がありましたよね。ごみ袋の値上げなどに繋がっていくという

のを、それがもっと浮き彫りに、現実的に上がっていくのだというの

を目の当たりにすると効果があるのかなとは思います。

千頭座長 有料化の話は基本計画の４２ページですかね。

伊藤構成員 目標を達成できなかった時のことを考えると心配です。

千頭座長 場合によっては、４２ページの下の１と２というのを、もう少し、

ちゃんと市民の方にお伝えするということが大事です。

鏡山構成員 はい、そうですね。

極論ですが、基本計画の表紙に書いてもいいぐらいです。

どなたでも、中まで見るのは大変ですが、パッと見た時に「おっ。」

というようなことは、一番最初に書いておく。では、そのことを細か

く知りたければ中を見てくださいというような感覚だとは思います。

千頭座長 尾張旭市の細かい状況は知りませんが、他所でもやはり値上げとい

うのは、最後に市長さんや町長さんはすごく抵抗されます。最後のと



ころで結局は先送りになることは、本当によくあります。私の立場か

らすれば、それが本当にいいのかなという気はします。

有料化をすれば２割以上確実にごみは減る。しかし、それは最後の

砦でもあり、それ以上にごみを減らす手段はないので、他の手段で目

一杯減らしたうえで、最後に有料化だとは思います。難しいところで

す。

４２ページの下の１と２は、もっと強調すべきだというご意見をい

ただきました。

藤村さんは何かございませんでしょうか。

藤村構成員 このアンケートを見ていて、失礼ですが、お年寄りというのは結構、

暇だというのもありますけれども、きちんと分別をされて出されてい

ると思います。４０代・５０代の働き盛りのお忙しい人が、「もう、

こんなのいいわ。」みたいな感じで、燃えるごみに全部入れて出され

ているパターンが多いのかなとは思います。廃品回収に出ても、若い

お家の方はあまり出ていないです。お年寄りの方は、指定の日にきち

んと出しにみえます。やはり４０代・５０代ぐらいの人はお忙しい

方々が、どうすればごみを分別して出していただけるのかを考えてい

かなければいけないのかと思うと、こどもさんが親に「これじゃあ、

だめじゃないの。」というふうに、指摘することが大事かと思います。

学校に行くとごみを分別しているので、それを家庭でもこどもさんが

指摘するくらいの、そういう教育と言いますか、されているとは思い

ますが、さらにしていかないと、こどもさんたちが大きくなって、１

０年後、また自分たちに返ってくるわけですから。やはり小さい時か

ら、そういうふうに指導していかないといけないかなあというふうに

思いました。

千頭座長 なるほど。学校での教育も、やはり大事だということです。

他はどうでしょうか。

鶴田構成員 ペットボトルをプラスチックごみの中に入れていてはだめですよ

ね。そのペットボトルだけを回収するというのは、以前にもお話が出

ていたかと思いますが、それについて聞かれた場合、どう答えていい

のかわからないです。それについては、どうなのでしょうか。ペット

ボトルを別々に回収することについて、この資料にもその意見がすご

くあって、集積所で収集してほしいという意見がたくさん出ていたと

思うのですが、集積所収集とかいうことについて、今後の計画はあり

ますか。

事務局 はい。基本計画の４１ページの基本方針３の適正処理、No.１１の

ところで、ペットボトルの集積所の回収については検討し、実証実験

を行っていきたいというような計画をしております。



鶴田構成員 だいぶ先ですけど。ということですね。わかりました。

それからもう一つ、雑紙の出し方なのですが、それもここに書いて

あったのは、何に入れて出せばいいかわからないということで、紙袋

や送られてきた封筒など、そういうのがあるうちはいいですが、無い

場合、以前はダンボールで出して良かったのですが、そのことについ

てもう少し緩くすることはできないのでしょうか。例えば、ダンボー

ルに入れて出すとか。もう今は、それはだめなのですよね。ダンボー

ルはダンボールとして処理するから。

事務局 ごみ収集車が、ダンボールと雑紙を別々にしておりますので。

鶴田構成員 チラシ・雑誌の中に挟み込むのはいいのですよね。

事務局 はい、そうです。

鶴田構成員 では、聞かれた場合はそういうふうに言えばいいのですね。

鏡山構成員 そこまで厳格に、皆さん、現実はされていないですよね。

鶴田構成員 ごみとして出してしまうのです。

鏡山構成員 紙は紙なのですが、ダンボールの中に新聞紙が大量に詰まって出さ

れていることもありますし、紙自体を縛っているのは紙紐ではなく、

ビニール紐で縛っているということで、そこまで厳格に市民の方がき

ちんと出されているかというと、そんなことはないです。とりあえず

紙だからいいかというふうに出されている。ただ、長久手市がすごい

なと思ったのは、ビニール紐で縛ってダンボールを持って行くと「こ

れは切ってください。」、「外してください。」と言われます。数年

前の年末にどうしても尾張旭市の回収が終わってしまったので、長久

手市の集積場所へ持って行ったら、それは全部外してくださいという

ことで、回収の段階から全部分けられているというようなことがあり

ました。私もそこまで厳格に分けられていないので、今のお話を聞い

ていてすごいなと思いました。

鶴田構成員 私はデパートの紙袋に雑紙を入れるのですが、そういうのが無い人

もいますよね。

鏡山構成員 なので、紐で縛るのですが、紐自体は１００円ショップで売ってい

るようなビニール紐で縛っていますよね。

鶴田構成員 私も縛っています。

千頭座長 たぶんそれは、結局のところ、古紙のリサイクル事業者によって違

います。実際には、その古紙のリサイクル事業者が全部切って回収し

ているのですが「それはいいよ。うちでやるから。ビニール紐でいい

よ。」という事業者なのか、「それはできるだけそれはやめてくれ。」

という事業者なのかによって、実際は扱いが違ってくるのだと思いま

す。でも、実際は全部手作業で切っているのは事実です。

先ほどのペットボトルのお話ですが、今、変な話、業界ではペット



ボトルが足りないくらいなのです。再生樹脂の需要というのがものす

ごく高くて、実は、業界では、アルミほどではないですが、ペットボ

トルの取り合いなのです。ですので、ペットボトルの事業者はいかに、

ペットボトルを集めるかということに必死になっているという、すご

く皮肉な状況です。

鶴田構成員 収集するところが、スーパーや公民館などに持って行かなければな

らないのです。なので、間違って出している人は、普通のごみとして

出していて、全部はじかれています。すごい量が増えるから、収集の

ところに持って行けない人もいます。

千頭座長 そうですね。

中々、水筒というわけにはいかないですしね。しかし、飯田さん（事

務局）はえらいです。ちゃんと、水筒（マイボトル）を持ってきてい

る。

千頭座長 では、やはりいずれにしても、市民の方にどうお伝えするのかって

いうのも尽きない課題ではあるので、また引き続き、今出たようなご

意見は、実はすごく大事なご意見で、行政側から見たら伝えているは

ずだと思うのですが、伝わっていないことが山ほどあります。そこは

ぜひとも、審議会でもこういうことはあるかもしれませんが、引き続

きよろしくお願いします。

そうしましたら、いかがでしょうか。このかたちで、我々としては

これを市にお返しをするということでも、よろしいでしょうか。

全構成員 ＜異議なし＞

千頭座長 あとは廃棄物減量等審議会で正式に議論していただけると思いま

す。

本当に長い間ありがとうございました。令和４年８月からスタート

しましたので、約１年半かけて議論していただきました。ありがとう

ございました。

そうしましたら、パブリックコメントも終わりましたので、予定し

ていた議題は以上となります。その他含めて何かあればということ

で、事務局へ戻します。

事務局 はい。本日も多様なご意見をいただきまして、ありがとうございま

した。

本日の結果を踏まえまして、２月２日に開催します廃棄物減量等推

進審議会で、計画最終案の内容をお謀りしていきます。その後確定、

そして公表へと事務を進めていきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。

なお、本推進会議の構成員の任期は２年となっておりまして、皆様

の任期は３月末までとなっており、本日が最後の会議となります。



ここで少し、今後についてお話をさせていただきたいと思います。

これまで、ごみの減量施策等推進していくにあたり、本推進会議と

廃棄物減量等推進審議会という２つの会議で皆様にご協力をいただ

いてまいりました。どちらの会議も任期は２年となっており、本推進

会議は今年度の３月末、廃棄物減量等推進審議会は令和７年６月末に

現在の任期が満了となります。会議の目的としましては、本会議はご

み処理基本計画の推進に関することを目的としており、審議会につき

ましてはごみの減量化、再生利用の推進方策等に関する事項及びその

他、市長から諮問のあった事項について調査・審議することを目的と

して設立されております。この両者の違いが中々わかりづらいと思う

のですが、本会議については、ごみ処理基本計画の実行性を高めるた

め、より具体的な内容を検討することを目的として、設置しておりま

した。一方で、審議会では、ごみの減量・再資源化の状況を確認し、

今後のごみ処理の推進方法について審議することを目的に設置して

おりました。現在の運用は、会議で議論した内容を、再度、審議会で

議論しており、同様の内容の会議が２つあるような状況でございまし

た。構成員につきましても、一部、同一の団体から選出させていただ

いているような状況でございました。そこで、今回のごみ処理基本計

画策定を契機に、両会議を一本化させていただくことにしたいと思い

ます。一本化するにあたっては、市長からの諮問を答申する機関が必

要であるといったことから、これまでも諮問・答申等の審議を行って

きた廃棄物減量等推進審議会に一本化することとさせていただきま

す。本会議の構成員である皆様につきましては、２年間ご尽力いただ

きまして、誠にありがとうございました。

循環型社会推進会議は今年度末をもちまして終了となりますが、今

後も皆様にお力添えをいただくことがあると思いますので、引き続き

よろしくお願いいたします。

以上、簡単ではございますがありがとうございました。

千頭座長 はい、ありがとうございました。

私も、中々いい意味で楽しい議論で、皆様方からのご意見がすごく

勉強にもなりました。楽しい時間を１年半過ごさせていただきまし

た。

では、これで終わりたいと思います。

どうもありがとうございました。

一同 ありがとうございました。
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